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広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号２広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号２

豊かな自然と調和した安心・快適な活力のまちへ豊かな自然と調和した安心・快適な活力のまちへ豊かな自然と調和した安心・快適な活力のまちへ
東日本大震災からの復旧・復興を最優先として東日本大震災からの復旧・復興を最優先として東日本大震災からの復旧・復興を最優先として

高齢者や児童の福祉などに

130,201円（133,586円）

戸籍管理・税金の
徴収や選挙などに

45,898円（50,473円）

道路・河川・公園の
整備などに

30,361円
（33,040円）

農林水産業振興などに

26,347円（26,270円）
その他（商工、労働、議会関連経費などに）

15,373円（15,717円）

消防・救急活動などに

21,942円（22,823円）

学校・公民館や
図書館などに

60,150円（46,122円）

ごみ処理や病気の予防などに

41,141円（42,317円）

借入金返済に
市民１人あたりの予算

71,546円（72,955円）

　平成２４年度の一般会計当初予算は４月の市長選挙を踏
まえ、政策的経費を極力抑えた骨格予算としました。
　固定資産税の評価替え等による市税収入が減少する厳
しい財政状況ではありますが、東日本大震災からの復旧・
復興を最優先課題として取り組むとともに、市総合計画
の推進と市内各地域の一層の発展につながるよう配慮し
て予算編成に努めました。
　これにより一般会計は、前年度より０．９％減の２０３億５
千万円、特別会計は、２．８％増の１２１億２，２００万円、上水道
事業会計は、８．４％減の９億２，１５４万円となり、全会計予
算の総額は、前年度より０．２％増の３３３億９，３５４万円となり
ました。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号３

平成24年度当初予算のあらまし平成24年度当初予算のあらまし
一　般　会　計 単位：千円

地方交付税 40.0％

その他 3.9％
（使用料、手数料など）

市債 11.1％

国庫支出金 8.3％

市税 22.3％
繰入金 2.7％

諸収入 2.1％

その他 9.6％
（県支出金など）

(69.0％)

依
存
財
源(31.0％)

自
主
財
源 歳　入

  平成２４年度 平成２３年度 増減額　

　　　　総　額　 　２０，３５０，０００ ２０，５４０，０００ ▲１９０，０００

１．市　税　 ………………　４，５３３，９４３ ４，６１５，１８８ ▲８１，２４５

２．繰入金　 …………………　５４８，２２２ ６８７，９７４ ▲１３９，７５２

３．諸収入　 …………………　４２５，３０１ ４２７，３９１ ▲２，０９０

４．その他　 …………………　８０３，７４７ ８１４，４０５ ▲１０，６５８

　　　計　　 ………………　６，３１１，２１３ ６，５４４，９５８ ▲２３３，７４５

自
主
財
源

１．地方交付税　 …………　８，１４０，０００ ８，０００，０００ １４０，０００

２．市　債　 ………………　２，２５７，０００ ２，１２８，９００ １２８，１００

３．国庫支出金　 …………　１，６９４，０９５ １，６０６，２８３ ８７，８１２

４．その他　 ………………　１，９４７，６９２ ２，２５９，８５９ ▲３１２，１６７

　　　計　　 …………… 　１４，０３８，７８７ １３，９９５，０４２ ４３，７４５

依
存
財
源

����

歳　出

民生費
29.4％

公債費
16.2％

総務費
10.4％

教育費
13.6％

衛生費
9.3％

農林水産業費 5.9％
その他 8.4％
（消防費、議会費など）

土木費
6.8％

�������	
�

�民生費は、子ども手当制度の改正や国民健康保険特別会計（事業勘定）繰出金
の減により、減額となっています。

�教育費は、山方中学校改築工事の計上等により、増額となっています。
�総務費は、移動通信用鉄塔（携帯電話）施設整備工事の皆減や職員数削減によ
り、減額となっています。

�土木費は、骨格予算のため新規道路改良工事の予算計上を見送ったことによ
り、減額となっています。

  平成２４年度 平成２３年度 増減額　

　　総　額 ２０，３５０，０００ ２０，５４０，０００ ▲１９０，０００

１．民生費　 ……………………　５，９８１，５４８ ６，１８９，５９７ ▲２０８，０４９
２．公債費　 ……………………　３，２８６，９００ ３，３８０，２７９ ▲９３，３７９
３．教育費　 ……………………　２，７６３，３６９ ２，１３７，００３ ６２６，３６６
４．総務費　 ……………………　２，１０８，６１２ ２，３３８，６０９ ▲２２９，９９７
５．衛生費　 ……………………　１，８９０，０５８ １，９６０，６９７ ▲７０，６３９
６．土木費　 ……………………　１，３９４，８３９ １，５３０，８８５ ▲１３６，０４６
７．農林水産業費　 ……………　１，２１０，３９７ １，２１７，２１７ ▲６，８２０
８．その他　 ……………………　１，７１４，２７７ １，７８５，７１３ ▲７１，４３６

人件費
21.5％

公債費
16.1％

扶助費
14.8％ 物件費

15.1％

繰出金
14.2％

補助費等
8.4％

普通建設事業費
8.1％
その他 1.8％
（維持補修費、積立金など）

�������	
�

�人件費は、職員数削減等により減額となっています。
�公債費は、過去に消防や教育関係建設事業で借入れた市債の元利償還額の減に
より、減額となっています。

�物件費は、三美地区で実施する県営土地改良事業遺跡調査委託料の計上等によ
り、増額となっています。

�扶助費は、子ども手当制度の改正等により、減額となっています。
�補助費等は、大宮地方環境整備組合負担金の減等により、減額となっています。
�普通建設事業費は、山方中学校改築工事の計上等により、増額となっています。

  平成２４年度 平成２３年度 増減額　

　　総　額 ２０，３５０，０００ ２０，５４０，０００ ▲１９０，０００

１．人件費　 ……………………　４，３６８，４７８ ４，５３９，１３１ ▲１７０，６５３
２．公債費　 ……………………　３，２８６，９００ ３，３８０，２７９ ▲９３，３７９
３．物件費　 ……………………　３，０７２，３５８ ３，０３７，５７３ ３４，７８５
４．扶助費　 ……………………　３，０１３，９２６ ３，０４７，５６５ ▲３３，６３９
５．繰出金　 ……………………　２，８９０，３３０ ２，９０３，６７０ ▲１３，３４０
６．補助費等　 …………………　１，７０２，９４０ １，７６２，４２８ ▲５９，４８８
７．普通建設事業費　 …………　１，６５４，７６９ １，５２４，１７５ １３０，５９４
８．その他　 …………………… 　３６０，２９９  ３４５，１７９ １５，１２０





広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号５

「豊かで創造的な地域活力を育むまち」づくり

「大いなる交流と発展を支え促すまち」づくり

戸別所得補償制度戸別所得補償制度

54,712千円
　米の需給調整を実施して米価の
安定を図るとともに、水田におけ
る米以外の作物の生産を推進し、
地域農業の振興を図ります。

木造住宅建設助成（市産材利用の促進）木造住宅建設助成（市産材利用の促進）

14,400千円
　林業の振興と地域産業の育成を
図るため、市内で自らが居住する
新築住宅を市内建設業者により建
築する場合で、５�以上市産材を
使用する方に、１�あたり４万円
（上限60万円）を助成します。

観光情報の発信観光情報の発信

11,733千円
　観光案内や観光事業の拠点とな
る市観光協会の活動を支援すると
ともに、合併５周年記念事業で選
定したマスコットキャラクター
「ひたまる」のＰＲ事業を展開し、
市の魅力を積極的に発信します。

農業生産基盤の整備農業生産基盤の整備

153,485千円
　県営事業や県補助事業を活用し
て下岩瀬地区湛水防除，那珂川沿
岸かんがい排水、三美地区（大宮）・
下伊勢畑地区（御前山）・笹山東
地区（美和）・山根西地区（緒川）
の土地改良等を実施します。

森林整備の推進森林整備の推進

98,318千円
　米の需給調整を実施して米価の
安定を図るとともに、水田におけ
る米以外の作物の生産を推進し、
地域農業の振興を図ります。

中小企業支援等中小企業支援等

25,262千円
　中小企業の経営安定化を図るた
め、商工会へ事務委託により各融
資制度の斡旋、保証料及び利子補
給を行うほか、市内の施工業者に
より住宅リフォーム工事を行う市
民に、工事費の10％（上限10万
円）を助成します。

観光資源の発掘・活用観光資源の発掘・活用

120,726千円
　魅力あふれる常陸大宮市をＰＲ
するイベント（祭り等）を支援す
るとともに、観光・レクリェーショ
ン施設を活用して地域振興を図り
ます。

特色ある農業の振興特色ある農業の振興

53,007千円
　県が推進する「エコ農業」、生
産性向上に向けた基盤整備や新技
術の導入、競争力のある特産物づ
くりなどに取り組む農家を支援し
ます。

森林利用の促進森林利用の促進

10,963千円
　森林を活用した学習・体験・交
流の拠点として「おがわふれあい
の森づくり」推進のほか、地域の
バイオマス資源を活かした経済振
興等として木質バイオマス基本設
計に取り組みます。

地域資源の活用地域資源の活用

23,565千円
　市内２大河川の那珂川、久慈川
の鮎等を使った特産品づくりや物
産センター「道の駅北斗星」「か
ざぐるま」での農林水産物等の販
売促進、地域情報の発信を展開す
るとともに、地域活性化に向けて
新たに国道118号沿線に「道の
駅」の整備を推進します。

道路整備道路整備

500,583千円
　市の均衡ある発展と安全で快適
な住環境を確保するため、市道の
改良、舗装を行うとともに、橋梁
を調査・点検して実態を把握し、
計画的に修繕を行うための「橋梁
長寿命化修繕計画」を策定しま
す。

交通体系の整備交通体系の整備

139,539千円
　市民の公共施設等への交通の利
便性向上と交通不便地域の改善を
図るため市民バスや予約制乗合タ
クシーを運行するとともに、公共
交通機関確保のため路線バス運行
事業者への補助や水郡線市民列車
運行事業等を実施します。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号６

「のびやかな人・文化を育むまち」づくり

「みんなの手作りで築くまち」づくり

国際化に対応した教育の推進国際化に対応した教育の推進

74,535千円
　児童、生徒の英語学力向上や国
際社会に対応できる人材育成とし
て、小中学校に英語指導員（指導
助手）配置事業及び中学生海外研
修事業を実施します。

通学対策通学対策

98,134千円
　遠距離通学の児童生徒の通学手
段や安全を確保するため、スクー
ルバスを運行するほか、路線バス
運行事業者に負担金を支払います。

ふれあいの船ふれあいの船

13,000千円
　船を利用した共同生活により、
学校では得られない体験活動を通
して、思いやりや友情、ふれあい
や出会いを大切にする心を養うこ
とを目的に「ふれあいの船事業」
を実施します。

幼稚園保護者負担軽減幼稚園保護者負担軽減

16,496千円
　幼稚園児保護者の負担軽減とし
て、３歳から５歳児の入園料及び
保育料の減免を行うため、私立幼
稚園設置者及び公立幼稚園保護者
（市内在住）に補助金を交付します。

教育支援センターカウンセラー等配置教育支援センターカウンセラー等配置

9,643千円
　家庭や学校からの教育上の諸問
題についての相談や児童生徒への
援助、指導等に対応するため、教
育支援センターにカウンセラー及
び相談員を配置します。

放課後子ども教室放課後子ども教室

13,254千円
　市内９校の空き教室等を活用し
て、放課後の子どもたちの安心・
安全な活動拠点をつくり、地域の
方の参画を得て、勉強・スポーツ・
文化活動・交流活動等を実施します。

スポーツ・レクリェーションスポーツ・レクリェーション

144,881千円
　社会体育施設を適切に維持管理
するとともに、市体育協会やス
ポーツ関係団体と連携して、ス
ポーツ教室や講習会等を開催し、
市民の健康・体力づくりを推進し
ます。

特色ある教育内容の充実特色ある教育内容の充実

79,317千円
　学校の教育指導の充実等を図る
ため、指導主事、学校教育指導員、
障がい児介助員、特別支援教育支
援員等を配置するほか、郷育立市
づくり・地域力活用基礎学力支援
プラン推進事業や中高一貫教育な
ど、特色ある教育を推進します。

学校施設整備学校施設整備

632,139千円
　学校施設の耐震補強・改修を行
い、安全・安心な教育環境の整備
を図ります。平成24年度は、前年
度からの継続事業により山方中学
校改築工事を実施します。

生涯学習生涯学習

63,000千円
　０歳児からの読書を推進する
ブックスタート事業、誰でも参加
できる公民館講座や生涯学習自主
事業の開催など、生涯学習の機会
を提供します。

自治組織の育成支援自治組織の育成支援

40,006千円
　自治組織の活性化と市民主体に
よる活力ある地域社会の確立に向
けて、区が実施する事業に対して
支援を行います。

集落支援集落支援

1,578千円
　65歳以上の高齢者が集落人口
の40％を占め、集落機能が著しく
低下している集落に対し、集落支
援員を配置して、住民とともに集
落の維持・活性化策を検討し、実
践していきます。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号７

「さわやかで美しい快適なまち」づくり

ひたまるさんちのひたまるさんちのひたまるさんちのひたまるさんちのひたまるさんちの 家 計 簿
　平成２４年度の一般会計を１／５０００に縮小して家計簿を作りました。市
の財政と家庭の家計簿では仕組みが違うので、完全な置換えが難しくわ
かりづらいところがあることをご了承ください。

収　　　入　（　）内は前年度の金額

歳入区分（目的別）市　予　算　額家計の収入収 入 費 目

市税・分担金・負担金・
使用料及び手数料等

５４億３３８万円
（５４億９，６５８万円）

１０８万円
（１１０万円）給 料

地方交付税・各種交付
金・国県補助金等

１１７億８，１７９万円
（１１８億６，６１４万円）

２３６万円
（２３７万円）実家からの援助

財産収入等５，９６１万円
（６，０４０万円）

１万円
（１万円）不動産収入

市債２２億５，７００万円
（２１億２，８９０万円）

４５万円
（４３万円）

銀行などからの
借 入 金

繰入金５億４，８２２万円
（６億８，７９８万円）

１１万円
（１４万円）貯金の取崩し

繰越金３億円
（３億円）

６万円
（６万円）前年度の残金

２０３億５，０００万円
（２０５億４，０００万円）

４０７万円
（４１１万円）１年間の収入合計

６３億１，１２１万円
（６５億４，４９６万円）

１２６万円
（１３１万円）

自分の収入
（自主財源）

１４０億３，８７９万円
（１３９億９，５０４万円）

２８１万円
（２８０万円）

他からの収入
（依存財源）

支　　　出　（　）内は前年度の金額

歳出区分（性質別）市　予　算　額家計の支出支 出 費 目

人件費４３億６,８４８万円
（４５億３,９１３万円）

８７万円
（９１万円）食 費

物件費（予備費含む）３０億９,２３６万円
（３０億５,７５７万円）

６２万円
（６１万円）

電 気
水 道 代 等

扶助費３０億１,３９３万円
（３０億４,７５７万円）

６０万円
（６１万円）

医 療 費
介護費用等

公債費３２億８,６９０万円
（３３億７,８７８万円）

６６万円
（６８万円）ローンの返済

維持補修費２億４,６１２万円
（２億３,２８６万円）

５万円
（５万円）家・車の修理代等

補助費等１７億２９４万円
（１７億６,２４３万円）

３４万円
（３５万円）区会費お祝金等

操出金２８億９,０３３万円
（２９億３６７万円）

５８万円
（５８万円）

子どもへの
仕 送 り

投資的経費（普通建設
事業費・災害復旧費）

１６億５,４７７万円
（１５億２,４１８万円）

３３万円
（３０万円）

家の増改築・
車の購入代等

投資及び出資金・
貸付金等

３,６１７万円
（３,２１７万円）

１万円
（１万円）友人へ貸したお金

積立金５,８００万円
（６,１６４万円）

１万円
（１万円）貯 金

２０３億５,０００万円
（２０５億４,０００万円）

４０７万円
（４１１万円）１年間の支出合計

地域防災計画見直し等地域防災計画見直し等
6,780千円

　東日本大震災の経験等を踏まえ
地域防災計画を全面的に見直すと
ともに、自主防災組織の充実強化
や防災訓練を実施し、住民の安全・
安心の確保を図ります。

環境基本計画推進管理環境基本計画推進管理
4,295千円

　地球温暖化・公害・ごみ問題等
対策の基本となる「環境基本計画」
を策定し、行政・事業者・住民が
一体で環境対策の推進を図りま
す。

ごみの減量化・再利用・再資源化ごみの減量化・再利用・再資源化
17,898千円

　今後５年間の一般廃棄物処理目
標を定めた基本計画を策定し、環
境保全推進協議会を中心組織とし
て、ごみの減量化、再資源化を推
進します。

消防庁舎等整備消防庁舎等整備
85,194千円

　防災拠点の消防庁舎（西署）耐
震補強改修等及び簡易指令システ
ムを整備し、迅速な地域防災対策
の充実強化を図ります。

環境に配慮したごみの適正処理環境に配慮したごみの適正処理
423,210千円

　ごみステーションを適切に設置
し、一般廃棄物処理計画に基づき
委託によるごみ収集、大宮地方環
境整備組合・城北地方広域事務組
合施設でのごみ処理を行い、一般
廃棄物の適正処理を推進します。

防火水槽整備・消防団消防設備整備防火水槽整備・消防団消防設備整備
89,936千円

　計画的に防火水槽及び消火栓を
整備し、消防団に配備している消
防車両の更新やホース乾燥柱の移
設、機械器具置場等の修繕を行い、
地域消防力の充実を図ります。

住宅用太陽光発電システム住宅用太陽光発電システム
補助・省エネルギー推進補助・省エネルギー推進

8,828千円
　太陽光発電システム設置費用、
エコ給湯器導入費用を助成し、新
エネルギー導入及び省エネルギー
の推進を図ります。

防犯対策防犯対策
23,419千円

　犯罪の未然防止を図るため、各区
からの要望に基づき防犯灯を設置
するとともに、警察や防犯協会など関
係機関との連携のもと、防犯パトロー
ルや防犯キャンペーンを行い、地域
ぐるみの防犯活動を推進します。
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後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
審
議
会
（
渋

谷
敦
司
会
長
ほ
か
委
員　

人
）
に
諮
問
し

２５

ま
し
た
。

　

総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
平
成　

年　
２３

１０

月　

日
に
三
次
市
長
が
諮
問
し
た
「
常
陸

２８
大
宮
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
案
」
に

つ
い
て
、
慎
重
に
調
査
・
審
議
を
重
ね
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
１
月　

日
に
次

２４

１６

の
よ
う
な
要
望
事
項
を
添
え
て
三
次
市
長

へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

�
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�
情
報
の
提
供
と
市
民
の
参
画

�
施
策
の
点
検
評
価
と
推
進

�
社
会
変
化
等
へ
の
対
応

　

総
合
計
画
は
、
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
・

活
力
を
創
造
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代

に
対
応
す
る
自
治
体
と
し
て
自
立
性
を
高

め
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く

り
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

今
回
策
定
し
た
の
は
後
期
の
基
本
計
画

で
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
部
門

別
の
主
要
な
施
策
を
体
系
的
に
定
め
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
は
、
平
成　

年
度
か

２４

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

２８

常
陸
大
宮
市

常
陸
大
宮
市

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

常
陸
大
宮
市

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
人

口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て

も
依
然
人
口
減
少
の
傾
向
が
続
い
て
い

て
、
特
に
山
間
部
な
ど
の
地
域
で
は
、
高

齢
化
と
と
も
に
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
事
態
も
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、
本
市
に
お
け
る
人
口
の
維

持
は
依
然
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和

し
た
安
心
・
快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
す
本
市
に
お
い
て
は
、
厳
し
い

状
況
な
が
ら
も
、
市
街
地
や
集
落
地
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
居
住
環
境
の
充
実

を
図
り
、
人
口
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も

に
、
工
業
団
地
へ
の
さ
ら
な
る
企
業
誘
致

や
市
南
部
の
国
道
１
１
８
号
周
辺
な
ど
へ

の
商
業
施
設
の
立
地
な
ど
に
伴
う
就
業
者

な
ど
、
新
た
な
人
口
の
定
着
を
促
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
平
成　

年
に
お
け
る
目
標

２８

人
口
を
約
４
万
４
千
人
と
し
ま
す
。

▲左から三次市長、渋谷会長、河野副会長

基本構想
基　本　構　想

平成19年度～平成28年度
（10年間）

前期基本計画
平成19年度～平成23年度

（５年間）

後期基本計画
平成24年度～平成28年度

（５年間）
基本計画

実施計画

３年間

３年間

３年間

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
平
成　

年
度
に
平
成　

年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
「
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
及
び
平
成　

年
度

１８

２８

２３

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
構
想
に
定
め
た
市
の
将
来
像
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・

快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
行
政
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
前
期
基
本
計
画
が
平
成　

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
を
初
年
度
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策
定
。
３

２３

２４

月
、
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
のののののののののの
意意意意意意意意意意
義義義義義義義義義義
とととととととととと
役役役役役役役役役役
割割割割割割割割割割

　

総
合
計
画
の
意
義
と
役
割

常常常常常常常常常常
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸
大大大大大大大大大大
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
市市市市市市市市市市

　

常
陸
大
宮
市

総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
のののののののののの
答答答答答答答答答答
申申申申申申申申申申

　

総
合
計
画
審
議
会
の
答
申

目目目目目目目目目目
標標標標標標標標標標
人人人人人人人人人人
口口口口口口口口口口
はははははははははは
４４４４４４４４４４
万万万万万万万万万万
４４４４４４４４４４
千千千千千千千千千千
人人人人人人人人人人

　

目
標
人
口
は
４
万
４
千
人
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後
期
基
本
計
画
で
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
震
災
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の

５
つ
の
視
点
を
も
っ
て
、
誰
も
が
安
全
・

安
心
・
快
適
に
、
そ
し
て
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

災
害
に
強
い
、
災
害
に
対
応
で
き
る
安
全

な
ま
ち
づ
く
り

　

救
急
救
助
体
制
や
機
材
の
充
実
、
災
害

時
の
迅
速
な
体
制
づ
く
り
な
ど
、
市
の
防

災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
地
形
な
ど
の
特
性
、
災
害
の
歴
史
な
ど

を
み
ん
な
で
学
び
、
知
り
、
実
践
的
な
防

災
・
安
全
対
策
に
生
か
す
、
さ
ら
に
自
主

防
災
組
織
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
災
害
に
強
い
、

災
害
に
対
応
で
き
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
、
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
も
と
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
代
な
ど

誰
も
が
適
切
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
涯
健
や
か
に
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
然
を
愛
し
、
環
境
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
な
森
と
清
流
、
田
園
環
境
な
ど
、

自
然
と
の
共
生
を
基
本
と
し
た
土
地
利
用

や
環
境
・
景
観
の
保
全
対
策
に
市
民
・
企

業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

本
市
の
誇
り
と
魅
力
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り

　

地
球
温
暖
化
対
策
、
低
炭
素
都
市
づ
く

り
な
ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
市
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
先
進
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
の
連
携
に
よ
る

産
業
の
活
力
づ
く
り

　

農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
と
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
自
然
や
歴
史
・

文
化
資
源
、
交
流
施
設
な
ど
魅
力
あ
る
資

源
の
活
用
・
連
携
に
よ
り
新
た
な
し
ご
と

や
魅
力
あ
る
環
境
を
創
出
し
発
信
す
る
な

ど
、
市
の
知
名
度
を
高
め
、
市
の
元
気
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
を
支
え
る
都
市
基
盤
づ
く
り

　

市
の
元
気
づ
く
り
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
、
地
域
特
性
や
目
的
に
応
じ
た
効
果
的

な
基
盤
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

企
業
誘
致
や
従
業
者
な
ど
の
定
住
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
に
関
す
る
き
め
細
か
な
支
援
・

相
談
な
ど
、
若
い
世
代
が
、
子
育
て
に
夢

を
持
ち
、
か
つ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育
つ

ま
ち
・
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
元
気
な
地

域
づ
く
り

　

若
年
層
の
人
口
定
着
を
促
す
就
労
の
場

づ
く
り
、
高
齢
者
の
能
力
の
活
用
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
地
域
間
交
流
の
推
進
な

ど
過
疎
対
策
を
進
め
、
み
ん
な
が
元
気
で

い
き
い
き
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

郷
土
を
愛
し
、
市
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

　
「
郷
育
立
市
」
づ
く
り
の
推
進
を
は
じ

め
、
地
域
の
誇
り
や
郷
土
愛
を
育
み
な
が

ら
、
本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

夢
の
あ
る
人
、
や
る
気
の
あ
る
人
を
支
援

し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

　

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
夢
の
あ
る
人
、

や
る
気
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
発

的
な
学
習
や
新
た
な
市
民
活
動
、
文
化
活

動
、
し
ご
と
づ
く
り
な
ど
、
市
民
主
体
の

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
協
働
を

基
本
と
す
る
地
域
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化

を
基
本
に
、
共
に
支
え
合
う
環
境
を
つ
く

り
、歴
史
・
文
化
の
発
見
、地
域
イ
ベ
ン
ト
・

お
祭
り
の
再
生
な
ど
に
協
働
し
て
取
り
組

む
な
ど
、
地
域
の
一
体
感
と
元
気
を
育
ん

で
い
き
ま
す
。

協
働
を
実
践
す
る
行
政
と
市
民
の
新
た
な

関
係
づ
く
り

　

市
民
と
の
役
割
分
担
や
実
践
的
な
推
進

体
制
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
月　

日
配
付
の
後
期
基

２５

本
計
画
〔
概
要
版
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

企
画
政
策
課
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ　

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
３
１
０

５２

後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
のののののののののの
視視視視視視視視視視
点点点点点点点点点点

　

後
期
基
本
計
画
の
視
点

１

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

２

環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み

３

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み

４

夢
を
持
ち
、
未
来
を
担
う

人
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

５
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い
で
築
く

一
体
感
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み







広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号１２

　

広
報
常
陸
大
宮
で
７
回
に
わ
た
り
修
復

と
レ
プ
リ
カ
作
成
の
様
子
を
お
伝
え
し
て

き
た
、
市
内
泉
坂
下
遺
跡
出
土
の
人
面
付

土
器�
い
ず
み�
。
作
業
が
完
了
し
、
去

る
３
月
下
旬
、　

カ
月
ぶ
り
に
資
料
館
に

１０

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ど
ち

ら
が
本
物
で
、
ど
ち
ら
が
レ
プ
リ
カ
（
複

製
品
）
か
、
お
分
か
り
に
な
り
ま
す
か
？

「
写
真
で
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
は
、

資
料
館
に
並
べ
た
ふ
た
つ
を
じ
っ
く
り
見

比
べ
て
、
本
物
と
思
う
方
に
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
は
「
本
物
の
分

か
る
人
」
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
か　
！？

　

日
本
国
内
で
は
、
毎
年
約
７
千
件
も
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁

で
は
、
そ
の
中
で
近
年
特
に
注
目
さ
れ
て

い
る
約　

遺
跡
、
５
百
点
ほ
ど
の
遺
物
を

２０

厳
選
し
て
、
毎
年
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列

島
」
展
を
開
催
し
、
国
内
各
地
を
巡
回
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
今
年
度
の
列
島
展

に
、
修
復
の
完
了
し
た�
い
ず
み�
を
含

む
泉
坂
下
遺
跡
出
土
の
土
器
５
点
と
玉
類

５
点
が
出
展
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

て
、
壮
行
会
も
兼
ね
て
、
貸
し
出
す
ま
で

の
間
（
５
月
中
旬
頃
ま
で
）
こ
れ
ら
の
遺

完
成
し
た
ふ
た
つ
の 

〝
い
ず
み
〞

　
　

展
示
中
！

�������	
��

　今年も茨大生の常陸大宮市におけ
る研究活動を発表する「アクション
ミーティング」を３月３日に開催し
ました。私は仲間とともに「交流活
動に取り組む市民グループと学生の
協働についての分析」というテーマ
で発表しました。先輩たちの過去の
アクションミーティングでの発表を
踏まえて研究活動をより発展させる

ために、私たちは特に協働の中長期的な将来ビジョン
を描くことに挑戦しました。あくまでも学生の視点だ
けからみた協働の将来ビジョンで、その名も「勝手に
５カ年計画」というものでしたが、発表後の反響は大
きく、多くの方々と意見交換ができ、また一歩市民の
方々との距離を縮めることができたと感じています。
　次年度のアクションミーティングでは、「勝手に５
カ年計画」を、今度は市民の方々との意見交換を踏ま
えた上で「勝手ではない５カ年計画」にブラッシュ・
アップ※し、共同研究として一緒に発表できたらと考え
ています。 ※ブラッシュ・アップ…磨き上げること

物
を
常
設
展
の
一
角
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
『
列
島
の
考
古

学　

弥
生
時
代
』
の
表
紙
カ
バ
ー
を
、銅
鐸

や
ガ
ラ
ス
製
の
腕
輪
と
と
も
に�
い
ず
み�
の

写
真
が
飾
り
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、
本
文
中

に
も
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
隣
り
の

ペ
ー
ジ
に
は
市
内
小
野
天
神
前
遺
跡
で
出

土
し
た
人
面
付
土
器
（
茨
城
県
立
歴
史
館

所
蔵
）
も
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
常
陸

大
宮
市
の
人
面
付
土
器
が
日
本
の
弥
生
時

代
を
代
表
す
る
出
土
品
と
し
て
評
価
さ
れ

た
証
拠
。
子
ど
も
た
ち
の
教
科
書
に
採
用

さ
れ
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

滅
多
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
レ
プ
リ

カ
製
作
に
使
用
し
た
型
も
展
示
中
。
こ
の

機
会
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号１３
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▲昨年１１月に水戸市自由
広場で開催された｢ア
ルベトレッペ食堂｣。
茨城大学は、食堂で提
供された創作料理食材
の生産者として参加
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3 月 3日
開 催
3月 3日
開 催

常陸大宮アク
ションミーティング 2012 第３回常陸大

宮市まちづくりネットワーク大会
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　頻繁に飛来している場合はどこから飛んでく
るのか行き先を確認しましょう。家の周りを定
期的に点検し、整理整頓を心掛け、資材などの
物を長期間放置しないようにしましょう。

�問い合わせ�　環境課　環境推進グループ　�５２－１１１１（内線１２３）

誘引剤

2cm

2cm2cm

　上部は屋根を作るように手前に、
下部は奥に折り曲げる。

高
さ
２
ｍ
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戸袋の中

軒下

戸袋の下

天井の中

植え込み
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ペ ッ ト ボ ト ル で ハ チ ト ラ ッ プペ ッ ト ボ ト ル で ハ チ ト ラ ッ プ を作りましょう





広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号１６

　平成２４年２月２８日に開催された平成２４年第１回茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会において、平成２４年
度及び平成２５年度の後期高齢者医療保険料率及び賦課限度額が決定されました。
　後期高齢者医療制度では、公費が約５割、現役世代からの支援金が約４割、被保険者の後期高齢者医療保険料
が約１割を負担することにより、被保険者が受ける医療に係る給付等を行っています。

平成２２・２３年度（参考）平成２４・２５年度

３７，４６２円３９，５００円均 等 割 額
保　険　料

７．６０％８．００％所 得 割 率

５０万円５５万円保険料の賦課限度額（上限額）

�保険料率（均等割額・所得割率）は、都道府県単位で計算され、２年ごとに見直されます。

・平成２０年度から２２年度までの茨城県における被
保険者一人当たり医療給付費の平均増加率が約
３．４％で、医療給付費が増加傾向にある。

・国が定める後期高齢者負担率※１が１０．２６％（平成
２２・２３年度）から１０．５１％（平成２４・２５年度）に
上昇した。

※２　賦課のもととなる金額　＝　総所得金額等※３　－　基礎控除３３万円
※３　総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差し引いたもので、社

会保険料控除、配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

　平成２４年度及び平成２５年度においても、従来の保険料額の軽減措置が継続されます。
　そのため、所得の少ない方（世帯）や後期高齢者医療制度に加入する前に会社などの健康保険の被扶養者だっ
た方は、引き続き、保険料均等割額及び所得割額が軽減されます。

均等割額の軽減割合世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合

　９割３３万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入８０万円以下の世帯（※その他各種所得がない場合）

８．５割３３万円を超えない世帯

　５割３３万円＋「２４．５万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主を除く）」を超えない世帯

　２割３３万円＋「３５万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯

�問い合わせ�

　保険料の計算について　茨城県後期高齢者医療広域連合　事業課　�０２９－３０９－１２１３

　保険料の納付について　税務徴収課　市民税グループ　　　　　　�５２－１１１１（内線２３２）
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＜保険料均等割額の軽減の例＞

※１　後期高齢者負担率は、被保険者が負担する保険料が医療給付費等の費用に占
める割合です。世代間負担の公平性の観点から、若年人口の減少に応じて、
後期高齢者負担率（保険料の負担割合）が上昇する仕組みとなっています。

１年間の保険料額

（１００円未満切捨て）

均等割額

３９，５００円

所得割額

（賦課のもととなる金額） ※２

×　８．００％

＝ ＋



広報　常陸大宮　　　　平成２４年４月号１７

　

水
戸
と
奥
州 
南 
郷
   
な
ん 
ご
う

（
福
島
県
南
部
、塙
町
周

辺
）
を
結
ぶ
南
郷
街
道

（ 
南  
郷  
道 
）
は
、
現
在
の

な
ん 
ご
う 
み
ち

国
道
一
一
八
号
線
と
ほ

ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど

る
、
江
戸
時
代
に
整
備

さ
れ
た
道
（「 
往  
還 
」

お
う 
か
ん

と
も
い
う
）
で
す
。
同

じ
よ
う
に
水
戸
藩
領
内

を
南
北
に
貫
く
道
は
、

他
に
陸
前
浜
街
道
、
棚

倉
道
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
結
ぶ
東
西
道
や

河
川
や
湖
沼
を
結
ぶ
水

上
交
通
も
急
速
に
発
達
し
た
の
が
江
戸
時

代
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
道
は
幕
府
管
轄
の
五
街
道

（
東
海
道
・
中
山
道
・
甲
州
道
中
・
日
光
道

中
・
奥
州
道
中
）
と
、
管
理
責
任
を
領
主

が
も
つ
脇
往
還
と
に
区
分
し
て
整
備
さ

れ
、
宿
駅
に
は
伝
馬
制
度
が
敷
か
れ
ま
し

た
。
一
般
に
「
南
郷
街
道
」
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
街
道
」「
道
中
」
と
い
う
呼

び
名
は
こ
の
五
街
道
に
つ
い
て
の
み
使
わ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
に
は
「
南
郷
道
」「
南

郷
往
還
」と
称
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う（
本

稿
で
は
以
下
「
南
郷
道
」
と
記
し
ま
す
）。

こ
の
南
郷
道
に
つ
い
て
は
水
戸
藩
の
地
誌

に
記
述
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
代
表

的
な
の
が
、
水
戸
藩
の
下
級
役
人
で
あ
っ

た
加
藤
善
兵
衛
（
寛
斎
）
が
書
い
た
「 
北 ほく

 
郡  
里  
程  
間  
数  
之  
記 
」（
以
下
「
間
数
之
記
」）

ぐ
ん 
り 
て
い 
け
ん 
す
う 
の 

き

と
い
う
書
物
で
す
。
寛
斎
の
記
述
し
て
い

以
テ
雖
防
之
、
年
忌
ト
カ
云
年
回
ニ
ア
タ

リ
テ
怪
我
ア
リ
、
此
洞
ノ
大
難
所
ナ
リ
」

と
記
さ
れ
、
大
子
へ
向
か
う
際
の
大
難
所

で
、
旅
人
や
人
馬
が
度
々
滑
落
し
て
死
傷

す
る
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
堀
切
峠
の
両
脇

の
塚
の
上
に
は
供
養
塔
を
含
む
た
く
さ
ん

の
石
塔
が
立
っ
て
い
ま
す
。
十
七
基
の
石

塔
の
う
ち
、
馬
を
供
養
す
る
た
め
の
馬
頭

観
音
が
四
基
あ
り
ま
す
。
年
代
は
明
治
三

十
五
年
（
一
九
〇
二
）
か
ら
昭
和
二
十
八

年
（
一
九
五
三
）
と
い
う
比
較
的
新
し
い

も
の
で
す
。
同
じ
場
所
に
は
念
仏
塔
や
庚

申
塔
、
六
地
蔵
な
ど
が
あ
り
、
江
戸
時
代

の
中
期
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
が
、
明
治
以
降
も
し
ば
ら
く
は
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

峠
を
越
え
る
と
現
在
の
大
子
町
西
金
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
が
、
現
在
は
崩

落
の
た
め
通
り
抜
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
道
幅
の
狭
い
急
斜
面
の
道
で
、
荷
物

を
積
ん
だ
馬
の
通
行
は
命
が
け
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
峠
の
南
側
（
市
内
盛

金
）
に
比
べ
る
と
、
大
変
な
難
所
で
あ
る

��
��
��
��
ほ
り 

き
り

��
�とうげ

る
道
が
必
ず
し
も
す
べ
て
南
郷
道
と
は
言

い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
く
外
れ
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
南
郷
道
中
の
大
難
所
」
と
し

て
現
れ
る
の
が
、
盛
金
地
区
の 
曽  
根  
山 
に

そ 

ね 
や
ま

あ
る
堀
切
峠
（ 
殿  
山 
と
の 
や
ま 
峠 
と
も
）
で
す
。
堀

と
う
げ

切
峠
の
名
の
由
来
は
、
峠
道
の
両
脇
が
土

塁
状
に
な
っ
て
い
て
あ
た
か
も 
堀  
底  
道 
で

ほ
り 
ぞ
こ 
み
ち

あ
る
か
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
の

で
し
ょ
う
。「
間
数
之
記
」
に
は
「
此
所

保
内
エ
ノ
往
還
大
難
場
ト
ス
、
通
行
ノ
旅

人
此
嶺
ノ
タ
メ
苦
悩
ス
、
ア
ル
ヒ
ハ
折
々

ケ
ガ
ア
リ
死
ス
」「
此
辺
下
リ
通
行
ノ
旅
客

落
馬
シ
テ
溺
死
度
々
ア
リ
、
駒
除
ノ
埒
ヲ

こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

堀
切
峠
の
所
在
す
る
盛
金
地
区
岡
平
で

は
、
八
月
下
旬
の
日
曜
日
に
峠
の
子
安
地

蔵
と
六
地
蔵
を
ま
つ
る
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
岡
平
班
十
八
戸
の
住
民
の
方
が

集
ま
っ
て
草
刈
り
を
し
て
お
参
り
し
、
会

食
を
し
て
楽
し
く
過
ご
す
も
の
で
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
も
参
加
す
る
地
区
を
あ

げ
て
の
お
ま
つ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八

月
下
旬
に
地
蔵
を
ま
つ
る
と
い
う
習
俗
は
、

近
畿
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
地
蔵
盆
の

流
れ
を
汲
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昨

年
三
月
の
震
災
で
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
地
元
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
復
旧
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
南
郷
道
の
難
所
、

堀
切
峠
の
景
観
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

※
現
在
は
堀
切
峠
を
越
え
て
大
子
町
側
に

通
り
抜
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
見

学
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
村
喜
典
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲「常陸国北郡里程間数之記」堀切峠
　（『山方町誌　上巻』、原資料は国立国会図書館蔵）

▲堀切峠（南側から）

▲堀切峠の石塔群
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　この車両は、東消防署に配置されていて、火災の
初期段階に必要な消防用水（１，５００ � ）を積載してい
ます。水を積んでいることから、通称「タンク車」
と呼ばれています。火災の直近に配置し、消火栓や
防火水槽などの水利を利用しなくても、素早く消火
活動が行える車です。積載されている機材は、ホー
スが４０本、ホースの延長に使用する電動ホースカー
や空気呼吸器、約９ｍ伸長できる三連梯子、排煙機
など、消火活動に必要なたくさんの機材が積載され
ています。また、｢緊急消防援助隊・消火部隊」に登
録されていて、大規模災害が発生し出動要請が入れ
ば全国へ派遣されます。

　これからゴールデンウィークを迎え、ハイキングや山菜採りなどで山に入る機会が増えると思い
ます。休憩中に一服…‘何気なく捨てた１本のたばこ’。でも、それが取り返しのつかない大きな山
火事につながる可能性があります。山火事の怖さは、火の粉が飛散し同時多発的に着火延焼するこ
と、延焼スピードが速いこと、消火活動が困難なことが挙げられます。山火事は延焼しやすく消火
しにくい火災であり、大規模な火災に発展して地域社会に甚大
な影響を与えることから、山火事を発生させないことが最も大
切です。
　一人ひとりの力を合わせ、恐ろしい山火事を防ぎましょう。
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「忘れない 山への感謝と 火の始末」
平成24年全国山火事予防運動統一標語

積載機材の例

山火事は貴重な森林を一瞬のうちに消失させる災害です
《山火事防止》《山火事防止》

�火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火

�空気が乾燥している時や強風時はたき火、火入れはしない

�喫煙は指定された場所で行い、吸殻は必ず消し投げ捨て
ない！

�火遊びの禁止

山火事を防ぐポイント山火事を防ぐポイント
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今年の夏は緑のカーテンで

1 2 3

4 5 6

水はけを良くするため鉢底石
を敷き、その上にふんわりと
土を入れます。

芽が出やすいよう、柔らかい
土に種が隠れる程度（１～２
mm）にまきます。
まきどき（5月～
６月頃）

乾きやすいので水やりは毎日
行いましょう。
（夏は朝と夕の2回）

つるが伸びてきたらネットを
設置し、飛ばないように支柱
や重石で固定
しましょう。

肥料は 2 週間に 1 度くらい。
やり過ぎると枯れてしまいま
す！

つるが広げたい所まで伸びた
ら摘芯します。すると横から
子づるが伸び
出し全体に広
がります。

土の準備 種まき 水やり

ネットを張る 追肥 成長したら…
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